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1.研究のねらいと調査方法

(1)研究のねらい一制度論から職員論ヘー

小・中学校に学校事務職員が置かれたのは、戦後のことであり、戦前には学校事務職は存在

しなかった。今日、学校事務職員が行つている仕事は、戦前には教員が校務として分担して

行つていたのである。1947年に制定された学校教育法28条で、初めて小・中学校に事務職員が

置かれることとなり、同法では、「小学校には、校長、教頭、教諭、養護教諭及び事務職員を

置かなければならない。ただし、特別の事情のあるときは、教頭又は事務職員を置かないこと

ができる」と規定されたのである。

つまり、戦後新設された学校事務職員は、校務 として教員が分担する事務を代替するという形

で教員のみで構成される学校社会にいわば、ニューカマーとして参入していったのである(1)。

しかも、一つの学校に一人又は数人という少数職として、多数派とは異なる役割を担うものと

して参入したのである。ところが、この校務分掌を決定するのは、校長であり、従つて校長の

考え方次第で学校社会における位置づけや職務内容は、変容することとなった。こうした学校
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毎の事務職員の位置づけや職務内容の違いは、後に述べるように、事務職員の職能成長やアイ

デンティティー形成の障害となり、また、モラール (や る気)低下をもたらしてきた。学校社

会の少数職 として、学校毎に個人的努力でそのような障害を除去することは不可能であり、事

務職員は組織をつくり、学校を超えて法律や規則等により、事務職員の職務や位置づけを明確

にし、標準化することに取 り組んできた。法律や規則等という目に見える客観的なものを重視

するという意味で、それは制度論的アプローチと言うことができる(2)。

戦後の一時期を除けば、事務職員を対象とする研究は極めて少ない。緻密な論究を重ねてき

た研究者は、管見の限り、持田栄一、伊藤和衛、太田卓、清原正義、小川正人、小島弘道、篠

原清昭ら数人しか存在しない(3)。 学校という職場で同じ一人職である養護教諭に対する研究

関心に比較しても、その関心はあまりにも薄い(4)。 確かに、事務職員の研究を行つてきた研

究者はすべて巨人という名がふさわしい蒼々たる研究者達である。しかし、彼らの研究のすべ

ては、制度論的アプローチである。つまり、事務職員そのものが研究対象ではなく、事務職員

を規定する制度が研究対象なのである。制度論的アプローチにおいては、事務職員そのもの、

彼らがどのように成長し、何を考え、何に悩んでいるのかという内なる側面はブラックボック

スのままである。事務職員は、外部で設定された法や規則を演じる機械のような存在として、

そこでは扱われる。制度論的アプローチを採用する限り、事務職員は未知の存在として残され

るのである。

制度論に対して、職員の認知や思考、感情に入り込む研究を職員論と名付けよう。筆者らは、

事務職員を機械のように扱わない。いろんなことを理解 し、考え、感じる生きた事務職員の

「生の声 (Voice)」 を尊重する(5)。 筆者らは、事務職員を理解し、そこから新しい制度を構

築しようという職員論の立場にたつ。

(2)調査方法

本報告は、今後 2年間にわたって推進される予定の「ライフコースアプロニチに基づ く学校

事務職員の職務 と専門的力量に関する実態調査研究」 (研究代表者 :山峙準二)のパイロット

調査的位置付けをなすものである。本調査は、静岡県小中学校事務研究会の協力を得て行われ

た。調査対象は、静岡県小中学校事務研究会の推薦に基づ く県費負担事務職員100名 であり、

それは、県下の県費負担教職員全員の約13%を占める。この調査は、今後予定される調査のパ

イロット調査としての意味を持つものであり、相当に記述スペースの大きな自由記述方式を主

として採用した。このため、なるべく協力を得られるように静岡県小中学校事務研究会の推薦

に基づいて調査対象者を確定したため、数値的結果は統計的意味を有さず、一定の傾向性を把

握できるにすぎない。

2000年 6月初旬に調査用紙を発送し、 6月 15日 を締め切 りとした。94名の有効回答を得るこ

とができた。 (有効回答率94%)調査にご協力戴いた静岡県小中学校事務研究会並びに事務職

員の皆さんにこの場を借りて厚 くお礼申し上げる。

2.学校事務職員のリアリティーショツクと第一次離職の危機

(1)学校事務職員の入職動機 とリアリティーショツク

教師がどのような理由で教職を希望し、どのように力量を形成し、入職前に抱いていた教職

イメージを修正していくかという点に関しては、幾多の先行研究が存在する。ライフコースア

プローチを採用 し、緻密な研究を積み上げてきた山時の業績も、それらの先行研究の主要な部
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分を占めている(6)。 本稿のねらい上、そのことに関して緻密なレビューは行わないが、事務

職員の場合との比較を念頭において、教師の入職後数年間についての知見をまとめれば以下の

ようなことが指摘できる。まず、近年、小・中学校時代など比較的早い時期に教職志望を形成

する傾向がみられ、その時期に教わった教師の影響で教職を希望するものが多 くなっている。

また、教師や教育実践に関するイメージや信念は、大学での正規の授業よりも、サークルやア

ルバイトといったインフォLマルな学びの場で形成されている。正規のフォーマルな学びより

も、インフォーマルな学びの場で力量やイメージが生成されるという知見は、事務職員の研究

においても重要な示唆を与えてくれる。最後に、入職後に「リアリティー 0シ ョック」(7)を

経験し、現実とのギャップに対応する数年が続 くという知見も、事務職員の研究において基本

的なフレームを提供してくれる。

さて、われわれは、事務職員に入職動機について質問した。その結果、四つの主要な動機を

抽出することができた。すなわち「公務員志向」「子ども・学校・やりがい志向」「地元志向」
「親の影響」である。「公務員志向」の中には、県庁や市役所で働 くこと (大部屋で働き、上

司一部下関係がある)をイメージして入職したものもいるが、彼らの職業イメージは子どもが

好きという理由で職業選択をした「子ども・学校・やりがい志向」とは大きく異なっているこ

とが予想される。事務職員は、教師と異なり、相当志向性の異なるものが混在しているのであ

る。

「公務員志向J

・一般行政職で受けたが、「学校事務職員にならないか」という採用側の誘いから

・当時の経済状勢から、女子大生は自宅通勤に限るなど一般企業への就職は難しかったため、

公務員試験を受験した。
「子ども・学校・やりがぃ志向」

・子どもが好きで自分自身も学校が好きだったから。ずっと学校にかかわる仕事がしたかった。
・やりがいのありそうな職 と思ったため
「地元志向」

・収入の安定、勤務先の異動範囲。       ・

「親の影響」

・親に勧められたから

(2)学校事務職員のリアリティーショックと第一次離職の危機

教員養成 という入職前教育が存在する教師ですら、現実に直面して「リアリティーショッ

ク」を経験する。入職前教育が存在しない事務職員が 「リアリティーショック」を受けるのは

当然とも言えるが、それは離職を考えるほど大きなショックを事務職員に与えている。事務職

員が直面する「リアリティーショック」は以下のようなものが抽出できた。
「採用=仕事の開始」

・右も左もわからない新採者がいきなり、経験者 と同等の仕事を求められること。仕事内容の

多様さ。様々な知識を求められること。
「孤独と疎外感とあつれ言J

・学校により、事務の内容、学校行事への参加状況が違ってくる。一人職なのでやはり教員が

その立場を理解しにくい。その時の状況で教員側に立たせたり、部外者になったりすること。
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「仕事の幅広さと重責」

・学校事務職員の仕事が多岐にわたることに驚きました。が、その大変さや重要性が父兄や地

域の方にあまり知られていないと思いました。

「学校・教師への憧れの喪失と学校文化に対する驚きJ

・学歴社会であることにびっくりしました。事務職員は単なるこま使いにすぎない所がありま

した。先生は立派という意識は見事に覆されました。確かに、小・中・高・大とクラスでも

成績は優秀なエリート生であったかもしれませんが、人間形成はどうだつたのでしようか。

日で子どもを動かす教師に真の人間像を見ることはできません。

「学校事務職員の連携の強さ」

・女性が圧倒的に多かったこと。学校事務職員という同職種の地区内でのつながりが深いこと。

実務以外の研修が多いこと。子どもたちは事務室や事務職員についてあまり知らないこと。

「管理職への道がない」

・就職したばかりの人も大ベテランも同じ仕事をしていること。職場に同職種の上司力ヽ なゝい

ため、若くても自分の力量を活かし、自分の裁量で思ったことを実行できること。しかし、

どんなにがんばっても管理職にはなれないこと。

こうした「リアリティーショック」は「事務職員をやめよう」とまで事務職員に考えさせる

ことになる。データに代表性がないため、確実なことは言えないが、この時期に離職を考えた

人は多い。後に述べるが、事務職員は「リアリティーショック」に対応した後にも、離職の危

機に直面する。われわれは、事務職員を「やめようと思った時期、その理由、やめなかった理

由」について質問した。その結果は以下の通りである。ここに引用するのはごく一部であるが、

事務職員がいかに苦労し、まわりの協力を得ながら、職場に適応しているかかいま見ることが

できる。
「居場所の曖味さ」

・新規採用 2～ 3年 くらいまで。学校における居場所が見つからないでいた。→経済的理由。

少しずつ仕事も理解できるようになり、自分が何をすべきかわかつてくるようになつた。
日経験 4年目の頃で、学校事務職員として学校の中でどのような立場をとつたらいいかわから

なくなったから。→めく
゛
まれた給与と福利厚生があったこと。研修会に出ると生き生きと働

いている事務職員の姿をみて元気がでたため。

・経験 4年目のころ。用務員さんが学校の仕事をしてくれず、校長に話したところ、とりあげ

られず、大変ならばやめればよいと言われた時。→他の先生方がわかつてくれて、みる人は

ちゃんとみているからがんばれといつてくれたため。

・ 4年目のころ。病気をしたとき、誰もフォローしてもらえないことがわかったとき。監査な

どで他職種があまりにも冷たいとき。→市職の方が助けてくれた。他の事務職員がのりきっ

ていることなのだからと思いがんばった。
「他職への憧れ」

・ 2～ 3年 目。事務職員の仕事を教員の補助的なものと考えていたため、仕事がつまらなくな

り、他の仕事が主体的にやれるようにみえた。→民間企業の仕事内容に対応できるか不安が

あつた。学校では人間関係にやすらぎがあつた。若いので甘えられた。
「仕事の難しさと支援体制の欠如」
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・新採～ 5年目く
゛
らいまで。わからないことばかり多く不安だった。よい指導者にめく

゛
りあわ

なかったこと。自分の実力も不足していたためと思うが。→いつか熟練する日がくると思っ

たから。せっかく採用されたから。

・ 1～ 2年目。校内に学校事務の指導者がいないこと。一人職のため教師とかべがあること。
→産体がとれたこと。経済的なこと。仲間や先輩事務職員がいたこと。良い管理職にめく

゛
り

あえたこと。

・ 2年目。仕事上いきづまった時。→良き先輩や上司に恵まれとどまりました。
・ 1年 目。校内にだれも仕事を指示してくれる人がいないとわかったとき。たいへん心細 くこ

んな職場もあるのかと思った。→前任者や地域の事務職員に助けられて何 とか一年がたつた。

3.実務能力の修得とやりがいの発見とむなしさ、子育て、役職

―激動の10数年―

(1)実務能力の修得とリアリティーショックヘのやりくりと受容
「リアリティーショック」と第一次離職の危機を乗り越えた事務職員は、入職後10数年に及

んで激動 という名がふさわしいほどの自己変容に直面することとなる。この間にほぼ全員が実

務能力の修得を終了する。この章では、入職後10数年の間の事務職員の力量形成について論じ

る。

ここでは、まず、「リアリティーショック」に対する適応について触れてみよう。すでに述
べたように事務職員は入職前に正確な職のイメージを持たないまま入職する。また、学校社会

における位置づけや職務内容の曖味さ等により、さまざまな苦労や自分が望まない事務職員イ

メージや役割を強いられる。当然、事務職員の内部には葛藤や失望、怒りがわき上がる。こう

した感情を自分で強化し続けていけば、心的障害すら引き起こす可能性がある。この調査では、

事務職員が自分では変化させることのできない外部に適応するために、さまざまな心的操作を

行つていることが明らかにされた。その心的操作は「割り切 り」や「受容」と名付けることが

できる。以下にみてみよう。

・歯車の一つ一つがうまくかみ合わないとよい学校にならない。(2校 目の教員)行政職は主

役になってはいけない。あくまで主役は教員である。教員を光らせる脇役であれ。マイノリ

テイー故の存在感をつくれ。事務が変われば学校が変わる。 (同 じ世代の仲間との自主的な

学習会)

・産体をとった時、教員の代替はやっきになり探すが、自分の場合は自分で探さなければなら

なかった。産体中も代替の人と連絡を取り合い迷惑のかからないよう気配りをしながら過ご

したにも関わらず、学校の配慮はなかった。この時、わたしは事務屋に徹 しようと思っ

た。…¨…

・先輩事務職員の指導・助言。「学校事務は本来地味なものだと思う」「よ―く考えて自分の実

務・実践を通した意見を出しなさい」「仲良じグループで仕事はできないよ。仕事のわかる

人間関係を作りなさい」

・就職して間もない頃から数年は、先生方が事務を一段低 く見ている態度が気になったり、自

分自身の給与関係等の書類であつても、無関心で理解がないことに腹を立てることが多くな

りました。その頃は仕事が自分の生活のすべてといってよいほど大きな役割を占めていたか

らです。ところが、結婚し、家庭を持つと学校のことでいちいち腹を立ててはいられないほ



藤原文雄・山時準二

ど、忙しくなると何か仕事に対して肩の力が抜けたような感じでらくな気持ちで仕事ができ

るようになりました。今では先生方に事務的なことでも、手を煩わさないために、私たちが

いるのだから先生方が事務的なことに少々うとくても、当たり前だし、私たちが学校の黒子

に徹することが学校事務職員の 「美学」だと思っています。

・ 1～ 5年 目の頃。仕事に自信が持てず、学校のイメージも当初考えていたのと全然違ってい

たため、やりがいが感じられなかった。自分も転職を考えていて、周囲にもあまり認めても

らえなかったせいもある。→他の試験も受けたがだめだつたことか 2～ 3年続いて半ばあき

らめ腰を落ち着けることとした。世の中が不景気になると勤め始めた頃よりも相対的に「良

い職業」になっていた。
05年～6年 くらいまでの常時。職場内の疎外感から。→結婚出産 と生活のための職業として

わりきつたから。

・教員が子どもを教えるように事務が分野のところは教員を教えていかなければならないと思

うようになった。

(2)マ ンネリ、子育て、役職 と第二次離職の危機

事務職員も、他の職業と同じように、入職後10数年の間に大きく成長する。ところが、すで

に述べたように、学校での事務職員の位置づけが異なるため、場合によっては、せつかく身に

つけた力量を発揮できないということもありえる。また、今日では、事務職員は約 9割が女性

が占める職のため、子育てとの両立にも悩むこととなる。さらに、事務職員は組織 としての結

束力が高く、研修に相当力を入れている。こうした研究会の組織運営という重荷ものしかかつ

てくるのである。こうしたことから、離職について真剣に考える事務職員がこの時期にも多く

存在する。以下は、離職を考えた時期、理由、離職しなかった理由である。

「力量形成とむなしさ」

・忙 しすぎた。理解されない孤独な職だと思ったから。→やっばりどこかで仕事の楽しさを感

じていたから。それほど深刻に考えたわけでもないから。

・やめようまではいかないが、やりがいがほとんど感じられなくなったのはH年目から現在。

学校で望まれている事務職員の姿と私が研修 している事務職員のあるべき姿があまりに

ギャップがありすぎて非常にむなしくなることがあります。→異動などで環境が変わればま

た違うかもしれないと思うことで。やめたところで次の仕事が見つかるわけではない。

・ 10年 目のころ。学校内での立場があいまいだと感じた。自分の仕事を責任をもってやらせて

くれないと感じた。→負けた くないと言う気持ちを持てたから。標準的職務などが出てあら

ためて事務職員としての目標が持てたから。

「子育て」
0経験15年 ころ、出産して育児体暇をとったあと「仕事と育児の両立は大変だなあ」と実感じ

たのと、子どもを犠牲にしてまで仕事をする意味があるのかと思ったので。→両方の両親が

育児に協力してくれたので。他の先生方に「少しのしんぼうだから頑張って仕事を続けた

ら?」 と言われた。夫が育児・家事に協力的だった。

・ 5～ 7年目の頃。子どものため母として生きていこうと思った。→家庭及び親族の協力

「役職の重荷」

・経験10年～15年頃。年に2、 3回はやめたいと思っていました。仕事上で中堅層にさしかか

り、学校内のことだけをやっていればいいというわけにはいかなくなり、対外的なことが出
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てきたことと、私生活でも結婚・出産 と続き幼な子を抱えての仕事は大変だった。→地方公

務員だということが大きかった。せっかく、今まで勤めてきたのにもったいない、あとなん

とか 2～ 3年頑張ればなんとかなるかもしれないと思った。
015年 目くらい。地域の同年代の事務職員が少ない上、その中の一人が退職したり、だんだん

中堅として研修等の役がまわってくると純粋に学校のことだけをやっていればいいというも

のではなくなり、外の面での時間をとられるようになってきたため。→そうそうやすやすと

やめられる条件にないし、次第に中堅としての自覚ができていった。

(3)や りがいの発見と職業的アイデンティティーの模索・形成

以上のように、マンネリやむなしさを感じる事務職員ばかりではない。入職後10数年の間は、

やりがいを発見し、職業的アイデンティティーを形成する時期でもある。われわれは、やりが

いを感じるようになった時期とそのきっかけについて質問した。その結果、「働きかけと関わ

りの成功体験」「他職等からの感謝・評価」「職業的アイデンティティーの取 り込みJ「標準的

職務の通知」「ゆとり」等のきっかけが抽出された。自ら仕事を見つけ、周 りに働きかけると
いうアクティブな行動と共に、他者からの感謝・評価がやリカヽ 発ゝ見の大きなきっかけとなっ

ている。ここで、「標準的職務の通知」について簡単に説明しよう。すでに述べたように、事

務職員の校内の位置づけや職務内容は、学校により異なる不安定なものである。こうした不安

定さは、事務職員の職能成長の阻害要因であるとともに、効率的な公教育運営の阻害要因にも

なり得る。そこで、各都道府県では、標準的職務を示した通知を発出し、ある程度、事務職員

の位置付け、職務内容を安定化させる取 り組みが進められてきた。静岡県でも、1993年 に県教

育委員会から「市町村立小中学校事務職員の標準的職務について」という通知が出された。こ

の通知は、それまで出されていた他府県の通知と異なり、事務職員の仕事の一つとして経営に

参画することを明確にうたったことが大きな特色となっており、それ以降の他府県の通知のモ

デルとなっている。この通知以降、事務職員の位置づけや職務内容は比較的安定化したとは言

うものの、多くの教員はこの通知の存在を知らず、形骸化が懸念されている。
「働きかけと関わりの成功体験」

・事務がかかわって学校がかわっていく喜びを感じることができた (12年 )

・施設・設備の改良等を予算要求し、それが実行できた。(15年 )

・病気療養中の職員がおり、その事務手続きをする中で、誰かが行わなければならない仕事・

大変な仕事なんだと思いました。元気になつた職員を見て自分のことのように喜びを感じた。

(5年 )

,学校内の事務処理に、自分の考え、工夫が入れられるようになり、それにより学校全体とし

て効率化が図られたり、処理時間が短縮できたりした。(5年 目)

・なりたての頃は、内容を理解して仕事をしていたのではなく、ただ与えられた事をこなして

いたという感じでしたが、年数が経つにつれ、一つひとつの仕事内容を理解しどうすること

がその事にとってよりよいか考えるようになった。そうすることで今まで得られなかった成

果が見られるようになったり、教員の方達の反応や対応も変わってきた。そんな時、感じる

ことがあります。(3～ 4年 )

「他職等からの感謝・評価」

・仕事に対してある程度の経験と知識を積むことで先生方にアドバイスができ感謝されるよう
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になって (5年 )

・仕事にも慣れ、採用三校目になったころ、市の教育論文の応募に学校事務職員も論文を書こ

うということになり、グループの共同研究を提出したところ、市の教育論文発表会で選ばれ

発表することとなった。学校の職員から認められたこと。 (新聞にも表彰の様子がのった)

学校でいろんな意味で問題ある子どもたちと、事務職員として接することができること。あ

る時期は、事務室でイジメに合つている生徒を預かり、先生、両親と連絡をとりあつて、

三ヶ月たつたところでそのイジメがなくなった。その生徒が卒業して事務室にお礼にきてく

れた時本当によかったなと思った。(7年 )

・管理職 (行政経験のある管理職)からの質問、事務改善への要望、評価・展望、研究論文

(レ ポート)への応募 0受賞 (15年 )

「職業的アイデンティティーの取 り込み」

・当時の教頭先生がとても事務の仕事に対して理解してくださり、仕事に対する心構えを教え

てくださったこと。前職が民間だつたため、仕事の範囲が決められていたが、学校事務職員

は仕事の中が広く、やれば何でもできると感じたこと。(4年 )

・先輩事務職員のいきいきと働いている姿を見て。また、主体的に仕事ができる面があるので

(5年)

・ちょうど交流で高校に行つて来ました。小・中とは違い一つの仕事に関してより深い研修が

必要で、やり終えた時の達成感がきっかけとなりました。また、教務会等への参画を通して、

自分も学校を動かす一員だということが自覚できた時。(6年 )

「標準的職務の通知」

・やはり、標準的職務の通知を受けて、企画委員会に参加するようになってからだと思います。

単なる事務処理屋から学校経営、学校運営のサポートをする仕事というように自分自身の中

で意識が変わりました。周囲の目も、仕事ぶりを見て、また通知の理解がすすむにつれて、

学校事務職員の重要性を認めてくれるようになりました。 (10年 )_
「ゆとり」 (一生懸命だけでは見えない部分の発見)

・私生活に余裕が出た頃と校種が変わつた時が一致したと思う。 (10年 )

・勤めはじめて与えられた仕事をすることでいつぱいでした。結婚し子育て、家庭との両立で

夢中でした。子供力測 学ヽ校へ入学した頃です。 (15年 )

(4)職業上の転機のきつかけ

教員は、長い職業生活の中で、教員像や授業像について変容させていく。その際に大きな転

換を引き起こすきっかけがある場合があることが明らかにされている。教員と同じように、事

務職員も日常の仕事を行う中で不断に成長する。すでにみたように、事務職員の場合、一人で

入職前教育もなく、幅広い仕事を責任を持つてこなさければならない。多くの人数で働 く場合

には許される可能性のある他人への甘えや寄 りかかりは事務職員には許されないのである。

日々 が試練 といつてよかろう。事務職員にとって日々の仕事を責任を持つて誠実にこなすこと、

それは職能成長の基本である。そのことを前提 として、大きな転換のきつかけはあるのだろう

か。われわれは、事務職員に「職業についてあなたの考え方が大きく変わつた時期があつた」

人にそのきつかけについて質問した。結果として、「人事交流・大規模校勤務、人事異動」、
「周りの評価や言葉」、「他の事務職員・事務研究会の影響」、「標準的職務の通知」、「私生活の
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変化」等のきつかけが抽出された。これらの要因は、事務職員の力量形成の要因とも評価され

るものであり、事務職員の力量形成を支援する仕組みを設計する上で大きな示唆を与えてくれ

るものである。
「人事交流・大規模校勤務・人≡異動」
0高校へ人事交流で転出したとき。行政職としてがんばっている事務長さんや同僚の仕事ぶり

を目にし、影響を受けた。

・高校に交流人事で勤務したとき。事務部が確立しており、仕事の流れもはっきりしていた。

小学校のように便利屋という感じでなく、事務の専門家という感じがした。とてもやりがい

を感じた。

・大規模校への異動で、 5人の事務スタッフの主任になったとき。自分のことよりも、スタッ

フの気持ちや組織について考えるようになり、スタッフで楽しく仕事ができると言ってくれ

たり、良いアイデアで仕事をしてくれたとき。

・人事異動で大きく地区を変えて異動した先の事務環境、存在感を持たせてくれるすばらしさ

・教育事務所に勤務したとき。

「周 りの評価や言葉」

・事務職員は、おもいっきり、学校の教育活動に関わり、サポートし、意見を述べてもよいと

改めて感じさせて下さった教頭先生との出会いがあった。

・話の中で教師の一人が事務のくせにと何気なく口に出した。仲間と思って接してきただけに

くやしかった。その時、事務のことを聞かれた時、何でも応えられるように勉強しようと

思った。

・ある教頭先生に、手紙をもらってとても感動した。「一個の人間として生きていって くださ

い」心の温まる手紙だらた。人格を認められた気がした。

・ある教頭先生から、「事務職員つて、表からは見えないところで、学校全体を動かしてい

るつて気がするんだけど」と言われたとき。

・ 2校目に勤めた学校で、教員に「歯車の一つ一つがかみあわないとよい学校にならないJと
いわれたとき。

・新任から3校目の小学校で、管理職の方々の事務に対して理解有る対応と全職員の他を思い

やる姿勢に対し、気持ちよく仕事に打ち込めるようになったこと。

・一人の学校長との出会い。学校事務という私の仕事を認めてくれたことで、それに応えたい

という意識で仕事をすることができるようになった。
「他の事務職員・事務研究会の影響」

・前向きな先輩にたくさん出会いました。

・勤めはじめた頃は、毎年、同じ事務処理の繰 り返しだと思っていましたが、事務職員で研修

会を開くと、よりよい事務を行つて行くにはどうすればよいか、研修委員の方々が研修をし

ているのをみて、まだ研修 していくことがあると思ったので。
・事務の大会で、教育指導と学校事務というほぼ対等な考え方を知ったとき・

「標準的職務の通知等」

・標準的職務の通知が出されたり、事務主任発令がされたことで、昔よく「縁の下の力持ち」

と言われてきたことが、「経営参画」という学校の中でも重要な役割を担っているんだとい

う意識が出てきた。
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・標準的職務の通知が出てからやりがいがでた。

「私生活の変化」

・自分の子どもが小学生になったとき。親という目と、事務職員という目の両方で学校をみら

れるようになり、仕事が広がつた。

・夫が失業し、同時に子どもが生まれ、困つたが、公務員だからよかうた。がんばってみよう

と思った。

4.事務職員の自己及び専門性についての理解

(1)学校事務職員の自己理解―メタフアー調査から一

これまで見てきたように、事務職員は「リアリティーショック」に対応し、入職後10数年に

及んで激動とも言える激しさを伴つて力量を形成する。この章では、事務職員がどのように自

己や専門性を理解しているのかということについて論じる。まず、最初に職全体としてどのよ

うなイメージで捉えているのか調べることとした。手法として、メタフアー調査を採 り入れた。

その結果、 5つ の因子が抽出された。すなわち、「無境界性」「透明性」「孤独性」「開放性」

「調整性」である。これらの因子から説明される事務職員像は、事務職員以外から押しつけら

れる事務職員像 と、事務職員自身が願う自己像が入り交じつている。また、「調整性」(全体の

ながれをコーディネートし、管理すること)と 「透明性」 (重要な役割を担っているにも係わ

らず目立たないこと)と いう因子は、相当対立することが予想される。事務職員に対する役割

期待が多様で矛盾していることを示しており、それは職務遂行上のストレスの潜在要因になり

得る。
「無境界性」=仕事の境界がないこと。

・コンビニエンスストアのようである。

(様々な商品 (知識)を常に備えていなければ仕事にならないから)

・なんでも屋の営業マンのようである。よろず仕事引き受けます。

(い ろんなことをしなければならないし、常に笑顔で対応するから)

「透明性」=重要な役割と責任を担っているにも関わらず、日立たないこと。

・一家の主婦のようだ。

(家庭 (学校)で家族 (学校)の ことをあれこれ考えて、しかも実権を持つているのに社

会ではその認識が低い)

・タカのようだ。

(教員よりすく
゛
れた能力を持つていてもそれをかくしていかなければならないから)

0芝居でいう黒子役である。

(表面に出ないで学校を陰で支えているから)

「孤独性」=一人で責任を持って仕事をしなければならないこと。

・一匹狼である。

(なぜなら、病気などで休んだ場合、誰も自分の変わりはしてくれず、仕事はたまる一方

である)

「開放性」=自 己の意識が社会に開かれ、教員とは違う意識・役割・責任を持つていること。

・学校の中の常識人のようである。

・学校の中で一番世の中の動き、気圧変化に敏感な人。
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(教育困難という「美名」のもとに、先生方の数は増えているのに、事務職員は市町村費

事務職員を含めると、事務量の増加にも関わらず削減の対象となっているから)

・母親のようだ。

・校内の財務省

・条例・規則の案内人のようである。

(法律に関する知識を使い、適切な調査報告ができるように教員を導いているから)

「調整性」 =全体の流れをコーディネートし、管理すること。

・メトロノーム・調味料・エッセンス・ハーモニー

(特にそこになくても何とかなるが、全体 (組織 としての)美しさや調和をかもし出すた

めには、大きな役割を果たす。いなくなってみるとアーあれは何だったんだと思う)

0自動車のエンジンの潤滑油のようである。

(教育委員会、地域、学校の部品の間に立って、日々仕事に追われているから)

(汚れたり、減ったりするとエンジンがうまく動かなくなるように、学校運営も事務部が

機能しないとスムーズに進まなくなるから)

・大型クレーンのオペレーターのようだ

(全体の完成図を理解した上で、一つ一つの組み立てを段取りよくコントロールしている

から)

・料理の「塩」のようなものである。

(さ じかげんひとつでそのものの味わいや性質を変えてしまう。事務職員が控えめすぎで
は、学校は組織としてのまとまりがつかず、はっきりした形がとらえられない。事務職員が

出すぎると、教職員が萎縮し、組織活性化の妨げになりかねない。素材をも台無しにしてし

まう。学校の良さをひきたてる良いあんばいを心がけたい)

(2)学校蔓務職員に求められる力量

事務職員に求められる力量とは何か、尋ねてみた。結果として、実に幅広い力量が必要であ

ると考えていることがわかった。
「コミュニケーション能力」

・連絡調整能力・判断力・企画力、型や枠からはみでる変えられる能力
・一人で仕事を完結してはならない。教員と話し、管理職 と充分話のできる事務職員でなけれ

ばならない。

「情報収集・処理能力」

・パソコン活用能力.教員が抱えている事務を処理又は効率化していく力。
・学校事務について正確な情報の収集と提供をすること。また、行政面から学校運営に参画し

ていくこと。

「幅広い視野と人格」
0社会の常識がわかる人になりたい。開かれた学校 と言われているので電話対応、来客対応を

謙虚に正しくできるよう勉強したい。

・学校評議員制度、総合的な学習等でますます外部とのつながりが強くなっていくと思います。

説明責任を果たせるように学校の中だけではなく、外に対しても目を向けられる広い視野を

持てるようになってい かなければならないと思います。
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「課題発見・判断力 0企画力」

・自分の学校の課題をどのように解決していくのか。筋道を立てて相手を説得できるように

もつていくにはどうするのかをきちんと組み立てる。

・企画し、調整し、実行していく能力、もっと条例・規則の理解

「確実な法的知識」

・学校教育の中での専門職 (行政職)と しての知識と教育的配慮

・各種法令の理解と柔軟な対応

「教育課程」

・新学習指導要領

・教育課程
「学校経営参画能カゴ

・学校経営への参画。学校事務職員の組織再編成が今後見込まれる中、どのような波にも対応

しうる揺るぎない前向きな姿勢。

・実務能力の他に学校経営に参画する能力、学校経営スタッフとして主体的にかかわる能力

(3)学校事務職員の専門性

以上のように幅広い力量が必要とされる事務職員であるが、彼らは自分たちが専門性を持つ

ているかどうかについて確証が持てないでいることが、これまで明らかにされてきた。本調査

はデータの代表性が確保されていないため、確たることは言えないが、「事務職員は、学校事

務ということに関して専門的な知識技術を持つた専門家だと思いますか」 (ま さにそう一だい

たいそう一どちらともいえない一あまりそうでない一全 くそうでないの5段階評価)と いう意

見に対して「まさにそう」「だいたいそう」と回答した人は約50%に とどまつた。そう回答し

た人にその専門性の中身について質問した結果は以下の通 りである。

<事務職員の専門性の構造図>

法律・条例・規則の知識 (中核的知識)

子ども・教育課程・生徒指導、学校の知識

専門性発揮のためのコミュニケーション能力など

ものの見方 (深層的)や経験に基づく即興的判断

人間性 (人権感覚や公正さ、信頼性、社会情勢)

目に見えやすい

のりしろ

かかわり

目の付け所

根底的
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「法規・財務知識」

・法的根拠に則った物事の考え方、勤務時間の割 り振 り、学校事故の判例、危機管理のあり方、

人事を含む任用についての規定、申請など。社会的動向に最も近い。
0教職員の給与、旅費に関する知識、福利厚生に関する知識、市町村費の会計システム、PT
Aほか校内会計システムに関する知識、行政面、文書に関する知識、地教委,県との連絡に
'関すること。

・学校の中の行政職員として、給与・含む等の諸法規から、子どもに対する補助金 (就学援

助・特殊奨励)、 学校内の予算関係 (備品、工事等)幅広い分野の事務をこなす事務職員で

ある。

・事務処理の根拠に精通していることは、事務の専門家として当然のことだと思う。他の職種

の方は、処理方法だけでもよしとされるが、事務職員はそれ以上のことが要求される。
・学校教育関係法規の流れの上に、県教委―教育事務所一市町村教委―各学校と置かれている。

その意味では、法規を熟知した上での専門職であると思う。(30年職に就いた今だから思う
ことかもしれないが)

・学校の中で唯―の行政職員であるため、給与・服務等に関しては条例・規則にのつとり裏付

けのある知識を持っている。
「幅広さ」

・会社で言うならば、一人で総務・受付・人事・資材・経理の各部を任されていることに加え、

子どもへの関わりを求められる。

・仕事範囲が広い、一応浅く広 くできることが必要だが、状況により深い知識が必要となり、

幅広い勉強で培っておかなければ対応できないことがある。又、管理職に指導いただけない

内容も多いので自立を求められる。
「指導と事務の一体化」

・学校事務を行う上では、自校の教育課程を把握しておかなければなりません。́円滑な教育活

動を進める学校事務の専門性は、指導と事務の一体化にあると思います。
・教育目標・教育課程を踏まえた予算執行、環境整備を行う。法規に基づく事務を行うことで

職員を守る。

・行政職員として、机上の処理をするだけではなく、学校長の経営方針を受けて児童・生徒ヘ

の配慮も含めた仕事を行う。小・中での違い、イヽ学校でも1年生と6年生でも違いがあり、

地域によって異なる場合もある。

・法や条例 0規則に精通することはもちろんですが、児童・生徒ひとりひとりに目を向け、気

を配り、教職員を守ることができる環境整備に励むことが必要です。そこに通うすべての人

が正当に働き、正当に学び、共にのびてゆけるための方策を常に考えていくこと、それを実

現させる力量が必要です。校内で、学校事務に対しては、基本的にひとりで対応できなけれ

ばならない。管理職から意見を求められることも多いので、エキスパートとみなされている

と思うし、そうでなくてはと思います。

・予算執行について記入します。教育活動の中で生徒達が自ら使用する教育機器購入にあたっ

て、どの教材器具を使用するかという問題は教育方法を指定することにつながり、又教育内

容が意図しているかどうかというように、授業をささえる媒体としての教材購入を決定する

学校予算編成の仕事は幅広い商品知識が求められる。
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「コミュニケーション能力など調整能力」

・行政職であつても、一般役所や機関の事務処理のデスクワークだけに限らず児童生徒の学校

生活を守るという観点で、教員・養護教諭・給食調理員、用務員と様々な職種との協働体制

の接点になれるのは学校事務職員しかないと考えます。

・教育指導中心の職場では事務職員は学校事務に精通する必要があると思う。事例が発生した

場合、いつ何をどのように処理できるかを考えることができる。

・教員に事務処理方法など聞かれた場合、まず、自分がわかつていることが前提でわかりやす

く説明すること。教職員とうまく連携を図つて円滑な学校運営が行われるよう調整などをす

る。学校予算について適切な助言をし執行していく。

「固有のものの見方や文脈的・即興的判断力」

・学校事務のほぼ全領域を把握して、学校に起こるある事象に対して、その全領域からチェッ

クをかけ、学校 としての意思決定をする際、予想されるリスクをより少なくすることができ

る。

・特に資格がないとできないと言う職業ではないが、学校全体を幅広 く考え、常にさきを見通

し業務執行をしていかなければならない。一人職としての決断力 0判断力が必要である。

・児童生徒や教職のプライバシーにかかわること、学校 という限られた分野の中でも教育に関

する事務、行政職としての一般事務等仕事範囲は多岐にわたります。一年の流れを見極め、

又、時代の流れを見ながらも、突発的に起こる校内の出来事に対応しなければいけないと思

いますので、専門性は充分にあると思います。

(4)学校事務職員の研修ニーズ

事務職員の研修ニーズについて質問した。事務職員が希望する研修は、「実務・教育法規研

修」、「教育課程研修」「視野拡大・交流研修」「協働解決プログラム」等に区分できた。圧倒的

に多かったのが、「実務・教育法規研修」、「視野拡大・交流研修」であり、教育職 とは異なる

行政職 としての力量を確実につけたいとの願いがあるように思われる。ここに、自らの専門性

を低 く評価する理由が存在するのではないだろうか。事務職員は自らを財務・法規の専門家と

して位置付けるべきであるという考え方を持っている。筆者らの調査でも、財務・法規こそが

専門性の中心として理解されていることが明らかにされた。また、詳細には論じないが、財

務・法規的観点からの学校への貢献を自らの存在根拠として理解している事務職員が多いこと

がわかった。

ところが、この研修ニーズの調査で明らかにされたように、専門性・存在根拠の中核に位置

する法規・財務に関する研修ニーズが多いということは、それらについての研修の機会が十分

ではないことを示している。そのために、自らの専門性の評価が不必要に低いのではないかと

いうのが筆者らの解釈である。

「実務・教育法規研修」

・実務研修、法令研修

・接遇、給与、服務、スピーチの力、パソコン

・教育法規研修、給与・管財研修、マネージメント研修、生徒指導的研修
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「教育課程研修 J

・教育課程についての解説などについての講演会

・教育課程を知る研修、 IT研修
「視野拡大・交流研修」

・企業などにおける職務研修や接遇について。また、外部からみて学校事務をどのように変革

していつたら良いかなどの意見を伺いたいと思います。

・ある一定期学校事務についてのみ考える研修→内地留学・大学院研修。実務ではなく、事例

研究であるとか、これからの学校事務についてとことん考えるとか。学校事務のスペシャリ

ストの養成→現場指導→学校事務指導主事につなげる

・一般行政との交換研修 (学校のことしか知らないのはよくない)

・行政機関での体験研修

・民間体験研修、他職種との研修交流 (市教委・県教委・高校)

・初任者に対する研修 と言えば、実務研修がほとんどなので、例えば「学校事務 とは何か」
「学校徴収金を扱う心構え」等、概念的なものの教育を受けたいと思います。また、私たち

は先輩の仕事ぶりを見て学ぶということができないので、例えば新規採用者は月に一度先輩

の勤務校に出動して、先輩の様子をじかに見るというような機会があったらいいなあと思い

ます。

「協働解決プログラム」

・学校事務職員だけでなく、管理職や教務主任・学年主任等もまじえた研修

・教頭研修会とリンクした法令・法規研修

・市町村費の学校事務職員の研修を行ってほしい。県職と市町村職員が同一歩調で学校事務を

進めていくことができればと思います

おわりに

この調査では、様々なこどを理解し、考え、感じる生きた事務職員の「生の声」を聴き取る

ことに専念した。事務職員の内部を理解すること、それはまだ始まったばかりである。しかし、

本調査から、事務職員のさまざまな苦労や喜びや成長の歴史をかいまみることができたことは

確かである。筆者らがアンケートを通じて感じたものは、自らを正当に認め力量を発揮する機

会を与えてほしい、自らを成長させる機会を与えてほしいという事務職員たちの願いであった。

1998年に出された中教審答申『今後の地方教育行政の在り方について』以降、学校の自主性 0

自律性が拡大される中で学校予算の在 り方、事務職員の専門性に大きな期待が集まっている。

また、1999年に出された教育職員養成審議会答申『養成 と採用 0研修 との連携の円滑化につい

て』では、管理職研修において「・ 00学校事務を含め総合的なマネージメント能力を高める

ことができるよう、管理職研修カリキュラムの開発を行うJこ とが提唱された。また、そこで

は、「学校事務職員の研修については、その専門性を高めるための研修や、学校の機能的運営
に一層役割を果たす意識及びそれに必要な知識を高めるための研修の充実を図ることが必要で

ある」と明記された。本研究は、事務職員の「生の声」を聴き取ることにより、今後の研修等

の在り方の方向性を示し得たと確信する。

以上
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<注>
(1)清原正義『教育行政改革と学校事務』学事出版、2000年、288～289頁

(2)清原正義『学校事務職員制度の研究』学事出版、1997年。

(3)前掲、清原正義『学校事務職員制度の研究』を参照のこと。

(4)例 えば、岡東寿隆・鈴木邦治『教師の勤務構造とメンタルヘルス』多賀出版、1997年に

所収の 「養護教論のメンタル 0ヘルス」論文を参照のこと。

(5)こ の「生の声 (voice)」 を重視する研究は、必然的に研究自体を学校事務職員との協

働作業として位置付けることとなる。

(6)例 えば、山崎準二・紅林伸幸 「教師の力量形成に関する調査研究 (Ⅳ)一 第 4回 目

(1999)調査結果の分析報告一」『静岡大学教育学部研究報告 (人文 0社会科学篇)』 第51

号、2001年 3月、山峙準二「教師のライフコース研究―その研究的特徴―『静岡大学教育

学部研究報告 (人文 0社会科学篇)』 第50号、2000年 3月、山崎準二 「教師の力量形成に

関する調査研究 (Ⅲ)-9つ のコーホートの教職意識分析―」『静岡大学教育学部研究報

告 (人文・社会科学篇)』 第49号、1999年 3月 など。

(7)「 リアリティー・ショック」とは、宗像恒次によれば、「新卒の専門職者が、数年間の専

門教育・訓練を受け、実習も含めて、卒業後の現場での実践活動へ準備をしてきているに

もかかわらず、実際に職場で仕事をはじめるようになって予期せぬ苦痛や不快さを伴う現

実に出くわして、身体的、心理的、社会的にさまざまなショック症状を表す現象」のこと

であり、クレイマー (M.Kramer)に より名づけられたものであるという。土居健郎監

修・宗像恒次ほか著『燃えつき症候群―医師・看護婦・教師のメンタルヘルスー』(金剛

出版、1988年、132頁 )を参考とした。この定義によれば、入職前教育・訓練制度がない

事務職員にこの概念を使用するのは好ましくないと思われるが、本研究では実際に職業を

経験して受けるショックという意味で広くリアリティー・シヨックという概念を使用する。


